
プログラム問題集（課題）

プログラミング入門2 第13回



第12回問題21、あるいは、問題31で作成した ProductData を利用し
て、inputFiles/12ProductData.txt からデータを読み込んで、
ProductData のインスタンスを ArrayList に格納するメソッド
readProductData を作成し、動作を確認せよ。ファイルの読み込み
方は、第12回を参考にすること。

■問題11

動作確認クラス:Q11ArrayList

apple,100

grape,200

orange,300

strawberry,400

pineapple,500

melon,600

inputFiles/12ProductData.txt

ArrayList の中に
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■問題11続き

返り値の型 メソッド名(引数) 機能

ArrayList readProductData(String 
fileName)

fileNameで指定したファイルから
、ProductDataを読み取り、
ArrayListに格納して返却する。

Q11ArrayList：クラスメソッド



問題11に、さらにArrayList の内容一覧を Spreadsheet 表示するメ
ソッド showProductData を作成し、動作を確認せよ。

■問題12

動作確認クラス:Q12ArrayList

apple,100

grape,200

orange,300

strawberry,400

pineapple,500

melon,600

inputFiles/12ProductData.txt



■問題12続き

返り値の型 メソッド名(引数) 機能

void showProductData(ArrayList

list)
ArrayListに格納された
ProductDataの一覧を
Spreadsheet に表示する

ArrayList readProductData(String fileName) fileNameで指定したファイルから
、ProductDataを読み取り、
ArrayListに格納して返却する。

Q12ArrayList：クラスメソッド



問題12の回答中のArrayList に型パラメータを与え、全てのeclipseエ
ディタの警告メッセージを排除せよ。

■問題13 (オプション)

動作確認クラス:Q13ArrayList



問題12と同等に動作するプログラムを ProductDataクラスを用いな
いで、HashMap を用いて作成せよ。HashMap の内容を
Spreadsheet に列挙する方法は、例題31の Iterator を用いる方法を
参考にせよ。

■問題21

動作確認クラス:Q21HashMap
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■問題21続き

返り値の型 メソッド名(引数) 機能

void showProductData(Ha

shMap map)
HashMapに格納されたデータの
一覧を Spreadsheet に表示する

HashMap readProductData(String 
fileName)

fileNameで指定したファイルから
、データを読み取り、HashMapに
格納して返却する。

void header() Spreadsheetに、ヘッダ情報を表
示する。

Q21HashMap：クラスメソッド



問題21の回答中のHashMap に型パラメータを与え、全てのeclipse
エディタの警告メッセージを排除せよ。

■問題22 (オプション)

動作確認クラス:Q22HashMap



ダイアログから入力した単語の頻度を HashMap に格納して管理し、

その単語が何回現れたかをダイアログに表示するプログラムを作
成せよ。”end” が入力されたら、プログラムを終了する。

■問題31

動作確認クラス:Q31HashMap



■問題31続き

返り値の型 メソッド名(引数) 機能

void registerWord(String 

word)
引数の word をクラス変数の wordMapに
入力回数と共に登録する。登録済みの単
語の場合は、入力回数を1増やして保存す
る。初めての単語を登録する時は、入力
回数を1にする。

void showCount(String 

word)
引数の word が何回入力されたかをダイ
アログに表示する。

Q31HashMap クラス

クラスメソッド

クラス変数
変数の型 変数名 初期値 機能

HashMap wordMap new HashMap() 単語名(String)をキーに入力回数
(Integer)をHashMapで管理する



ダイアログから入力した単語の頻度を HashMap に格納して管理し、
入力された全ての単語が何回現れたかをSpreadsheetに表示する
プログラムを作成せよ。”end” が入力されたら、プログラムを終了す
る。

■問題32

動作確認クラス:Q32HashMap



■問題32続き

返り値の型 メソッド名(引数) 機能

void registerWord(String 

word)
引数の word をクラス変数の wordMapに
入力回数と共に登録する。登録済みの単
語の場合は、入力回数を1増やして保存す
る。初めての単語を登録する時は、入力
回数を1にする。

void showWords() wordMapの全ての単語について、
Spreadsheet に出現回数を表示する。

void header() Spreadsheet のヘッダを表示する。

Q32HashMap クラス

クラスメソッド

クラス変数
変数の型 変数名 初期値 機能

HashMap wordMap new HashMap() 単語名(String)をキーに入力回数
(Integer)をHashMapで管理する



問題32の回答中のHashMap に型パラメータを与え、全てのeclipse
エディタの警告メッセージを排除せよ。

■問題33 (オプション)

動作確認クラス:Q33HashMap



第12回の問題31のオーダリングシステムについて、ItemListクラス
のインスタンス変数 contentsを、ArrayListに変更することで、上限
値のないリスト管理を実現せよ。また、OrderListや ProductListを
HashMapで管理することで、検索を容易にし、同じ ProductDataを
注文する時には、ひとつのOrderDataにまとめように変更せよ。

■問題41 (オプション)

動作確認クラス:OrderingSystem



■問題41 実行例

同じ apple を買った場合、ひとつの
注文にまとめて、注文数を増やす


